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研究成果の概要（和文）：  ネパールのShivapuri Nagarjun国立公園とBalaju公園でアッサムモンキー(Macaca 
assamensis)とアカゲザル(M. mulatta)を2017年4月から2018年3月までの1年間観察した。個体追跡法で群れ内の
社会交渉を記録すると，アッサムモンキーはアカゲザルより，縁者びいきが弱く，非血縁者との親和的社会交渉
が多く，順位関係は緩やかだった。また，スキャニング法で活動と群れの位置を記録すると，アッサムモンキー
はアカゲザルより，樹上性が強く，行動域が狭く，採食品目が少なかった。捕食回避戦略と採食戦略の違いが両
種の社会関係の相違に影響していたと示唆された。

研究成果の概要（英文）：  We observed Assamese macaques (Macaca assamensis) and rhesus macaques (M. 
mulatta) at Shivapuri NagarjunNational Park and Balaju Garden in Nepal from April 2017 to March 
2018. Focal animal sampling showed that Assamese macaques more frequently interacted with 
non-related individuals and had more tolerant dominance relationships than rhesus macaques. Scanning
 sampling showed that Assamese macaques were more arboreal, had a smaller home range, and had fewer 
feeding items than rhesus macaques. Their feeding and anti-predation strategies may affect the 
differences in social relationships between Assamese and rhesus macaques.

研究分野：霊長類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
  霊長類オナガザル科のマカク属の2種アッサムモンキー(Macaca assamensis)とアカゲザル(M. mulatta)は，異
なる捕食回避戦略と採食戦略を採り，それらが両種の社会関係の相違に影響していたと考えられた。本研究の結
果からは，動物集団において社会関係の変異が如何に形成されるのか，人間社会においてどうすれば他人に対す
る寛容さが失われずに済むのかのヒントが得られるだろう。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) 霊長類オナガザル科のマカク属は，どの種も主に母系の複雄複雌群を形成するが，群れ内
の社会関係は種によって異なっている(de Waal & Luttrell, 1989)。しかし，そうした差がなぜ生
じたのかは明らかになっていない(Thierry, 1990)。マカク属では複数種の複雄複雌群内の社会関
係を比べることが可能であるため，動物集団において社会関係の変異が如何に形成されるのか
を探るには，マカク属は比較研究の良い対象である。 
 
(2) マカク属の種は順位関係と縁者びいきが比較的緩やかな種と厳しい種に大別され，sinica 種
群に属するアッサムモンキー(Macaca assamensis)は前者に，fascicularis 種群に属するアカゲザ
ル(M. mulatta)は後者に位置づけられる。ネパールのカトマンドゥー北部にある Shivapuri 
Nagarjun 国立公園にはアッサムモンキーとアカゲザルがどちらも生息しているので(Chalise, et 
al., 2013)，同所的に生息するこれら 2種の野生群同士と餌付け群同士を比較した。 
 
２．研究の目的 

 
同じ地域に生息するアッサムモンキーとアカゲザルの生態と社会を調査することによって，
両種の社会関係の種間差が如何に生じてきたかを解明しようとした。 

 
３．研究の方法 
 
(1) ネパールの Shivapuri Nagarjun国立公園とそれに南接する Balaju公園で，アッサムモンキー
とアカゲザルを，Tribhuvan大学のMukesh K. Chalise氏らの協力を得て，2016年度に予備調査
を行った上で，2017年 4月から 2018年 3月までの 1年間継続的に観察した。 
 
(2) アッサムモンキーの AA 群は，Nagarjun 地域の軍隊施設で餌付けされて人馴れしており，
Sabina Koirala氏と Pooja Upadhayay氏が観察した。アカゲザルの RB群は，Balaju公園で観光客
に餌付けさて人馴れしており，Sabina Koirala氏と Sunil Khatiwada氏が観察した。これらの餌付
け群については，全オトナ個体を識別して，オトナメスとオトナオスの社会行動を個体追跡法
によって記録した。 
 
(3) アッサムモンキーの AS群は，Nagarjun地域の Simpaniを行動域とする野生群であり，Pavan 
K. Paudel氏が観察した。アカゲザルの RN群は，Shivapuri地域の Nagiを行動域とする野生群
であり，Sunil Khatiwada氏が観察した。これらの野生群については，GPSを用いて群れの位置
を記録しつつ，スキャニング法によって各個体の活動を記録した。 
 
(4) 研究代表者小川秀司は複数回ネパールに渡航して上記の観察に加わり，随時調査の進行状
況を確認した。 
 
４．研究成果 
 
(1) 餌付け群の社会行動の観察によると，アカゲザルと比べてアッサムモンキーは，血縁者び
いきが弱く，非血縁者との親和的社会交渉が多く，順位関係は緩やかだった。 
 
(2) 野生群の活動の観察と群れの位置の記録によると，アカゲザルと比べてアッサムモンキー
は，樹上性が強く，行動域が狭く，移動距離が短く，採食品目数が少なかった。こうした生態
的特徴は彼らの採食戦略と捕食回避戦略の表れであり，それらが両種の社会関係の相違に影響
していたと考えられる。 
 
(3) 得られた結果は，査読付き学術論文にまとめ，国際シンポジウム等で参加した。 
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